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将来の航空交通管理システムの見通し

内容

現在の管制システム、課題

将来システムの基本要件

将来システムの概要
－ 飛行計画表示装置

－ 予測処理装置

－ 空域状況監視装置
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将来の航空交通管理システムの見通し

現行システム

次期システム

次々期システム

将来システム

漸進的

革新的移行

「管制から監視へ」
重心を移す　　　

航空管制システムの整備

＊高度化、性能向上
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現在の管制システム、課題

図１ 管制の様子（シミュレーション実験）
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現在の管制システム、課題

図１ 管制の様子（シミュレーション実験）
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現在の管制システム、課題

図２ 飛行航跡図（シミュレーション実験）
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現在の管制システム、課題

現在の管制運用
◇ 区分された空域ごとのレーダ管制

◇ 音声による管制通信

◇ 印字された紙の運航票

＊個々の管制官による判断・処理

⇒⇒ 課題の整理

◇ 手動的な管制

◇ アナログ情報 ⇔

◇ 空域限定的管制

限界

×コンピュータシステム

混雑を生じやすい
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将来システムの基本要件

［ 出発点 ］

管制から監視へ － 重心を移す
◇ 飛行計画に沿った運航

◇ 自動管制を指向したシステム

［ 基本要件 ］ ＊３項目

機械的・自動的に管制間隔の保持

局所的混雑の解消

⇒ 柔軟な交通流管理

情報の電子化

情報の電子化
柔軟な交通流管理

管制から監視へ
自動管制指向システム 飛行計画に沿った運航

局所的混雑の解消管制間隔保持

情報の整理
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将来システムの基本要件

［ 実現方法 ］

管制間隔の保持
◇ 機械的、自動的に

飛行時間調整

◇ 調整経路の導入と

推奨する経路の割当て

局所的混雑の解消

⇒ 柔軟な交通流管理
◇ （管制機関間の連携）

◇ 混雑情報の生成・伝達

⇒⇒ 高度な予測処理機能が鍵

柔軟な交通流管理

調整経路設定

局所的混雑の解消

推奨経路表示

管制機関間の連携

予測処理機能

予測注意情報

先行指示情報

管制間隔保持
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将来システムの基本要件

［ 手がかり ］

情報と予測

◇ 飛行計画、現在位置 と 将来位置

◇ 情報の分類：

空間的情報と時間的情報

◇ 予測処理

先端技術の導入
－ データリンク

－ FMS
－ コンピュータシステム

システムを構成
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将来システムの概要

空域－2

レーダ

データリンク

航空機

空域－1

航空機

RDP, ARTS, FDP

↑↓　管制情報

データリンク

↑↓　管制情報

↑↓　管制情報

航空交通管理センター飛行計画

気象情報

　予測処理装置　

空域状況監視装置 飛行計画表示装置

気象情報

図４ 統合航空交通管理システムの基本構成
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将来システムの概要
§ 各装置の機能 （要件の実現）

飛行計画表示装置
◇ 飛行計画情報の電子表示

◇ 管制指示情報の表示、入力

空域状況監視装置
◇ 航空機位置情報の表示

◇ 調整経路、推奨経路の表示

予測処理装置
◇ 短中期（数分から数十分）の予測

◇ 推奨経路の割当て ← 管制間隔の保持

◇ 混雑情報の生成 ← 柔軟な交通流管理
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将来システムの概要
§ 飛行計画表示装置

従来の紙の運航票、ベイに代わるもの
◇ 飛行計画情報の電子表示

表示項目を取捨選択
◇ 常時表示する項目

◇ 必要に応じて表示する項目

飛行経路情報の新しい表示
◇ 通過フィックスを予定通過時間と関連付け

◇ 容易な将来の予測

管制指示等の入力、表示
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将来システムの概要
§ 飛行計画表示装置

13:15SPENS

航空機リスト

JL4124/1535 310

ANA142/1445 330

JL3126/1435 290

JL1442/1318
ANA662/1316
ANA864/1312

13:05:45 // JL1234  DESCEND AND  MAINTAIN  7000.            

入力メッセージ

インフォメーション

 JL5234 

B772 1455

RJTT
（飛行経路情報／アサイン高度）

320kt

330

 JL1234

B772 1420

RJTT
（飛行経路情報／アサイン高度）

290kt

310

 JL2234

B747 1425

RJTT
（飛行経路情報／アサイン高度）

300kt

350

 JL3234 

B744 1430

RJTT
（飛行経路情報／アサイン高度）

310kt

390

（主画面）

H

H

H

H

・・・・・・・・

JL5234/1425 330

JL3234/1400 390
JL2234/1355 350
JL1234/1350 310

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・

F1 F2 F3 F4

図５ 画面構成案
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将来システムの概要
§ 飛行計画表示装置

  13:25  EEE
基準フィックス 現在時刻

コールサイン，
型式

目的空港，
ETA

時間目盛

 ［ 表示項目の説明 ］

高度

速度

JL1235

B777

RJSS

1420

330 kt

390

-10 0 10 20 30

（例）　JL1235：現在、「CCC」（前セクタ）
　　　　通過、７分後「DDD」、１７分後

「EEE」通過予定。　

DDD

390

EEE

390

FFF

390

CCC

390

BBB

390

ポイントアウト；
　発出，受諾

管轄空域

EEE FFF
GGG

DDDCCC
BBB

HHH

0 40 50

300 kt

290

RJTT

0

RJOK
0

WESTN
50

SPENS
160

10 20

290
KEC
290

CELLO
290

RYOMA

［ 飛行計画情報　（全経路データ表示イメージ） ］

ANA562

B763

RJTT

2335

（表示部分）

JL1235

図６
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将来システムの概要
§ 予測処理装置

各航空機の将来位置の予測

管制間隔保持に必要な予測計算

◇ 推奨経路割当て情報生成

柔軟な交通流管理に必要な予測計算

◇ 混雑情報生成：

予測注意情報、先行指示情報＊

（＊先行指示情報；航空交通管理センターで生成）
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将来システムの概要
§ 予測処理装置 ＝ 管制間隔保持

滑走路

Q：入域点

制限空域

a
b

c
d

e

f
g

h

i

空域境界

標準経路

標準経路

O：出域点

P：入域点

調整経路

調整経路

図７ 調整経路の設定例

◇ 調整経路設定－推奨経路割当て
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将来システムの概要
§ 予測処理装置 ＝ 管制間隔保持

◇

出域点（Ｏ）

フライトプラン

変更後

#P-1 #Q-1 #Q-2 #P-2

入域点（Ｐ，Ｑ）

Δ

時間軸

時間軸

①

②

#P-3

T TT T T

入域点（Ｐ，Ｑ）

出域点（Ｏ）

＊標準経路の飛行として所要時間を計算

図８ 時間遅延量算出方法

◇ 調整経路設定－推奨経路割当て
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将来システムの概要
§ 予測処理装置 ＝ 柔軟な交通流管理

図９ 広域的交通流管理のしくみ

◇ 混雑情報 （予測注意情報、先行指示情報）

空域－B
(先行空域)

レーダ

データリンク

航空機

空域－A
(当該空域)

航空機

RDP, ARTS, FDP

予測注意情報 先行指示情報

空域状況監視装置 飛行計画表示装置 空域状況監視装置 飛行計画表示装置

↑ 管制指示情報

データリンク

空域－A
空域－B

航空交通管理センター

　予測処理装置　　予測処理装置　

飛行計画

気象情報 気象情報
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将来システムの概要
§ 空域状況監視装置

従来のレーダ管制卓に代わるもの

航空機位置情報等の表示

－ データリンクによる情報

（例えばADS-B）

標準経路 、 調整経路の表示

推奨経路提示

管制指示入力機能
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将来の航空交通管理システムの見通し

終わり

今後の研究課題

試験システムの構築

シミュレーション等による評価

↓

実用化システムの開発
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